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平
成
24
年
度
税
務
職
員
募
集

（
高
校
卒
業
程
度
）　　
　
　

平
成
24
年
度　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
消
防
職
員
募
集

（
神
埼
地
区
消
防
事
務
組
合
を
含
む
）

●  

試　

験  

●

●  

募　

集  

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

消

防

設

備

士

試

験

○
試
験
日　

８
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら

○
試
験
場
所　

佐
賀
大
学

○
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

７
月
９
日
（
月
）
か
ら

　
　
　

20
日
（
金
）
ま
で

※
電
子
申
請
の
手
続
き
は
、（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
験
願
書
常
置
場
所

・（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

佐
賀
県
支
部

・
県
内
各
消
防
本
部
、
各
消
防
署

ふ

も

と

矯

正

展　
　
　
　

　
　

イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

佐
賀
県
支
部

　

☎
２
２

－

５
６
０
２

○
募
集
人
員　

15
人
程
度

○
受
験
資
格

Ａ 
大
卒
程
度

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

Ｂ 

高
卒
程
度

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
大
卒
者
お
よ
び
大
卒
見
込
み
者

を
除
く
）

Ｃ 

救
急
救
命
士

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す

る
方

○
受
付
期
間　

　

７
月
27
日
（
金
）
か
ら

　
　
　

８
月
14
日
（
火
）
ま
で

　
（
土
・
日
は
除
く
）

○
試
験
日　

９
月
16
日
（
日
）

○
応
募
方
法

　
「
採
用
試
験
申
込
票
」
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。「
採
用
試
験

申
込
票
」
と
「
採
用
試
験
案
内
」

は
、
佐
賀
広
域
消
防
局
お
よ
び
神

埼
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

の
総
務
課
、
各
消
防
署
（
分
署
、

出
張
所
を
含
む
）
に
備
え
て
い
ま

す
。「
申
込
票
・
試
験
案
内
」
は
、

７
月
１
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
請
求
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
広
域
消
防
局　

総
務
課

　

☎
３
０

－

０
１
１
１

○
受
験
資
格　

　

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
、
お
よ
び

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

○
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

○
受
付
期
間

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
場
合
〉

　

７
月
５
日
（
木
）
ま
で

※
申
込
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

〈
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み
の
場
合
〉

　

７
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　

10
日
（
火
）
ま
で

　
（
７
月
10
日
通
信
日
付
印
有
効
）

※
申
込
所
の
提
出
先
は
、
希
望
す
る

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事

院
地
方
事
務
局
（
所
）
で
す
。

○
第
１
次
試
験　

９
月
９
日
（
日
）

○
第
２
次
試
験　

　

10
月
18
日
（
木
）
か
ら
25
日
（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

鳥
栖
税
務
署　

総
務
課　

　

☎
０
９
４
２

－

８
２

－

２
１
８
５

　

福
岡
国
税
局　

人
事
第
二
課

　

☎
０
９
２

－

４
１
１

－

０
０
３
１

募集種目 応募資格 受付期間 一次試験日 試験場

一般曹候補生

18歳以上27歳
未満の方

８月１日（水）
　～９月７日（金）

９月17日（月） ・鳥栖サンメッセ
・佐賀ＪＡ会館

自衛官
候補生

女子 ９月24日（月）、25日（火） ・陸上自衛隊
　目達原駐屯地

男子 通　年 受付後に指定 ・鳥栖サンメッセ
・佐賀ＪＡ会館

航空学生 高卒(見込含)
21歳未満の方

８月１日（水）
　～９月７日（金） ９月22日（土） ・佐賀商工会館

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

自衛官
募集

○
と
き

　

10
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

麓
刑
務
所

○
募
集
内
容

　

無
償
で
イ
ベ
ン
ト
（
演
奏
、
ダ
ン

ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
大
道
芸
等
）
に

出
演
し
て
い
た
だ
け
る
方

○
応
募
方
法

　

実
施
内
容
、
代
表
者
名
、
連
絡
先

等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

麓
刑
務
所

　

☎
０
９
４
２

－

８
３

－

９
１
９
６
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○
と
き　

８
月
２
日
（
木
）

○
と
こ
ろ　

　

太
良
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

小
・
中
学
生
男
女

○
内
容　

　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

体
験
（
カ
ヌ
ー
、

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、

マ
リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト

等
）、
海
浜
清
掃
、

水
辺
の
環
境
学
習
、

水
辺
の
安
全
教
室
な
ど

○
募
集
定
員　

25
人
程
度

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
切　

７
月
23
日
（
月
）

※
市
か
ら
指
導
者
が
随
行
し
、
送
迎

し
ま
す
。（
午
前
７
時
出
発
予
定
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

●  

お
知
ら
せ  

●

Ｂ
＆
Ｇ
佐
賀
県
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
太
良 

参
加
者
募
集

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
試
験
制
度

　
　
　
　
　

説

明

会

第
42
回
佐
賀
県
人
権
・
同
和

　
　
　
　
　

教
育
研
究
大
会

吉
野
ヶ
里　

遊
・
学
・
館　
　
　

　
　
　
　
　

７
月
の「
野
菜
の
日
」

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

脊
振
観
光
プ
ー
ル
の
ご
案
内

◆
７
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

　

大
串
製
菓
の
和
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
先
着
50
名
様
）

◆
７
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

　

採
れ
た
て
野
菜
等
の
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
を
開
催
（
先
着
60
名
様
）

○
営
業
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

○
定
休
日　

水
曜
日

※
野
菜
等
の
納
入
会
員
募
集
中
！

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
ヶ
里 
遊
・
学
・
館

　
（
神
埼
駅
北
口
）

　

☎
５
３

－

８
５
８
７

　

夏
休
み
に
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
プ
ー
ル
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
、
小

プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
は
、
期
間
中
使
用
で

き
る
プ
ー
ル
パ
ス
券
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
期
間　

７
月
21
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

○
時
間　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
昼
休
み 

正
午
～
午
後
１
時
）

○
休
み　

８
月
13
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

15
日
（
水
）
ま
で

※
悪
天
候
な

ど
に
よ
り

臨
時
で
休

み
と
な
る

場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
料
金
（
１
回
あ
た
り
）

　

幼
児
と
保
護
者（
１
組
）１
０
０
円

　

小
・
中
学
生　
（
１
人
）　

５
０
円

　

高
校
生
以
上　
（
１
人
）１
０
０
円

　

小
・
中
学
生
プ
ー
ル
パ
ス
券（
夏
休

み
期
間
中
有
効
）�（
１
枚
）８
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

　

畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
野
菜
・

花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
農
園
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
場
所　

　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内
「
菱
の
里

ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
と
き
・
と
こ
ろ　

・
７
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

脊
振
支
所　

１
号
会
議
室

・
７
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

第
２
研
修
室

○
内
容

　

各
種
募
集
種
目
の
説
明
お
よ
び
試

験
制
度
説
明

○
参
加
対
象
者

　

自
衛
隊
に
興
味
あ
る
方
は
、
誰
で

も
参
加
可
能
で
す
。（
性
別
、
年

齢
不
問
）

※
試
験
日
程
は
24
ペ
ー
ジ
下
段
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部

　

鳥
栖
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
４
２

－

８
３

－

４
０
７
７

○
と
き　

　

８
月
10
日
（
金
）

　

午
後
２
時
か
ら
４
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

武
雄
市
文
化
会
館　

○
内
容

　

記
念
講
演
「
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
等
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

を
用
い
た
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

○
主
催　

　

佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
第
42
回
佐

賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

実
行
委
員
会

○
参
加
費　

８
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

　

協
議
会
事
務
局 

　

☎
６
２

－

６
４
３
４

ひとりで悩む前にまずお電話を
借金問題（債務整理）・相続・遺言・不動産登記
商業、法人登記・成年後見（相談室あります）

司法書士 すえなが総合事務所
℡ 0952-52-2079（神埼サピエより南に100ｍ）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい
営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

司法書士　末永博義・井上智史

有
料
広
告

○
区
画
面
積　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

１
区
画

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額
６
，
０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
１
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

千
代
田
支
所　

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４

－

２
１
９
８

第
１
回
神か

音の
ん

祭さ
い

を
開
催

　

コ
ー
ラ
ス
や
三
味
線
、マ
リ
ン
バ
、

オ
カ
リ
ナ
な
ど
の
演
奏
が
楽
し
め
る

音
楽
祭
で
す
。

○
と
き　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
半
開
場　

午
後
２
時
開
演

○
と
こ
ろ　

千
代
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」

○
主
催　

　

神
埼
市
、
神
埼
市
文
化
連
盟

○
チ
ケ
ッ
ト
料
金　

５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
、
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

木
原　

　

☎
５
２

－

２
４
２
３
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取り戻した過払い金の中から20～25％をいただくのみです。
詳しくはお電話、またはブログをご覧下さい。

弁護士 福田 大志 弁護士 行武 謙一

●  

相　

談  

●

う
つ
病
・
躁
う
つ
病
・
統
合
失
調
症
・

不
安
な
ど
悩
み
語
り
合
お
う

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見　

　
　
　

無
料
電
話
相
談

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
合
同
就
職
面
接
会

佐
賀
県
立
盲
学
校
公
開
講
座

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

○
と
き　

７
月
28
日
（
土
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
体
育
館

○
対
象

①
お
年
寄
り
の
施
設
、
子
ど
も
の
施

設
、
障
害
を
持
っ
た
方
の
施
設
、

病
院
、
在
宅
ケ
ア
な
ど
の
仕
事
を

求
め
る
方

②
福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
や
仕

事
の
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

③
平
成
25
年
３
月
新
規
大
学
、
短
期

大
学
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者

で
①
②
を
希
望
す
る
学
生
等

④
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
等

の
進
路
指
導
担
当
者
な
ど

○
内
容

・
参
加
事
業
所
と
の
面
接
会

・
福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
や
介

護
医
療
分
野
の
仕
事
内
容
に
つ
い

て
の
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所　

　

福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

　

☎
２
４

－

４
３
６
２

　

う
つ
病
・
躁
う
つ
病
・
統
合
失
調

症
・
不
安
症
な
ど
で
、
職
場
や
家
庭
、

社
会
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

当
事
者
や
そ
の
ご
家
族
へ
向
け
、
悩

み
を
話
し
合
い
、
互
い
の
情
報
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
語
り
合
い
の
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
と
き　

７
月
７
日
（
土
）　

　

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で　

○
と
こ
ろ　

　

ｉ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
（
佐
賀
市
）

○
内
容

・
第
Ⅰ
部
「
気
分
障
害
と
向
き
合
う

と
は
？
」

・
第
Ⅱ
部
「
語
り
合
い
の
場
」

○
参
加
料　

１
，
０
０
０
円

○
定
員　

30
人

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

☎
６
２

－

０
１
０
１

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
県
立
盲
学
校

○
期
間　

５
日
間
（
７
月
27
日
、
８

月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
）

※
す
べ
て
金
曜
日

○
費
用　

１
，
０
０
０
円
程
度

○
内
容

　

点
字
の
基
礎
（
書
き
方
・
読
み
方
・

パ
ソ
コ
ン
点
訳
）

○
応
募
期
間

　

７
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

11
日
（
水
）
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

○
定
員　

先
着
10
人

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

佐
賀
県
立
盲
学
校　

地
域
支
援
部

　

☎
２
３

－

４
６
７
２

○
と
き　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
か
ら
７
時
半
ま
で

○
相
談
電
話
番
号　

　

☎
２
９

－
０
６
３
５

○
相
談
内
容　

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
心
配
、

知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将

来
が
心
配
、
遺
産
分
割
を
し
た
い

け
れ
ど
相
続
人
の
一
人
が
認
知
症

で
で
き
な
い
、
な
ど
成
年
後
見
に

関
す
る
こ
と

※
予
約
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　

☎
２
９

－

０
６
２
６

　

発
達
障
害
児（
者
）や
そ
の
ご
家
族

等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
適
切

な
医
療
機
関
、
相
談
機
関
、
教
育
機

関
、療
育
機
関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

７
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
毎
月
第
４
月
曜
日　

１
回
50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

ゆかたで

　神埼宿場まつりに合わせ、ゆかたの着付け
教室を開催します。
　今年こそ、ゆかたを着ておまつりに行きた
い！花火大会も行きたい！でも、自分でゆか
たを着ることができなくて困っていませんか？ 
　若者、子ども、お父さん、お母さんみん
なでゆかたを着て、宿場まつりにGO！　　

○と　き　７月28日（土）　15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼市中央公民館　和室研修室
○準　備　ゆかた、帯、伊達締め１本、腰紐２本、
　　　　　帯台、げた、ハンドタオル１枚
○講　師　今泉マツエ先生
○申込締切　７月13日（金）
◎申込・問い合わせ先　
　神埼市中央公民館　
　☎53－2325　FAX 53－4940

無料

　

佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８

－

３
４
０
６

有
料
広
告

有
料
広
告
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水車の里遊学館ギャラリー ※２階ギャラリーで作品展を希望される個人、団体
を募集しています。希望される方は、使用日の
10日前までに申込書を提出してください。

○1階東側ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

７月11日（水）
13：30 ～ 15：00

心あたたまる絵手紙体験してみませんか？
暑中見舞にも最適ですよ！
はじめての方　お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル 
根っこの会
　原　寿巳子
　山口　政子

☆開館時間　９：30 ～ 16：00　　☆休館日　毎週火曜日

　◎問い合わせ先　　　水車の里遊学館　　　☎53－8884
　　　　　　　　　　　神埼市役所　建設課　☎37－0103

神埼市中央公民館

[ 出演者から一言 ]
＊誰もが輝いていて楽しいように親しみやすい音楽にこだ
わり、それぞれの楽器の音色をいかした演奏活動をしてい
ます。和楽器でのアンサンブルをぜひお聞きください。

○と　き　７月 14 日（土）  
　　　　　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　ロビー
○内　容
　現代尺八と箏（こと）のデュオ
○出演者
　尺八　野村公明
　箏（こと）　相原多佳子
　　　　　　森真輝

◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53－2325

７月は、「現代尺八と箏のデュオ」を楽しんでいただきます。

　親子で、ご家族で、また、お友達とお誘いあわせのうえ、
ぜひご参加ください   （入場無料）！

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

 千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表
日 曜 催　　物 開演 入場方法 主　　催

7/1 日
第８回　チャリティーさなぼり
歌仲間の集い

9:30 無料 カラオケ愛好会　広瀬　☎44－2601

7/7 土 第１回神埼市神音祭 14:00
チケット代 500円

（高校生以下無料）
神埼市文化連盟・神埼市
木原　☎52－2423

7/12 木 いきいき大学 10:00
会員

年会費1,000円
神埼市教育委員会　社会教育課
☎53－2325　

※内容についての問い合わせは、主催者へお願いします。
◎問い合わせ先　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

有
料
広
告

有
料
広
告



28市報かんざき 2012. ７月号

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

雨
ふ
ふ
む
葉
桜
の
道
上
り
坂

�

藤
山　

初
次

葉
桜
や
七な

な
十そ

路じ

初
の
一
人
旅

�

牟
田
口
則
子

君
故
に
と
き
め
く
胸
を
薔
薇
の
花

�

香
月
富
士
雄

五
月
雨
に
小
さ
き
カ
サ
の
踊
っ
て
い
る

�

井
上　

豊
美

五
月
雨
の
夜
は
侘
し
さ
増
す
も
の
を

�

松
本　

都
子

花
は
葉
に
明
日
退
院
と
子
の
便
り

�

音
成　

市
次

笑
わ
せ
る
コ
ツ
も
覚
え
て
介
護
す
る

�

佐
藤
久
仁
子

お
い
し
い
と
褒
め
て
お
こ
う
か
お
世
話
の
身

�

森
崎　

寛
次

病
院
で
執
行
猶
予
追
い
出
さ
れ　
　

�

園
田　

示
右

足
止
め
て
花
と
お
話
し
散
歩
道　
　
　
　

�

吉
村　

民
子

短
歌

〈
神
埼
短
歌
会
〉

こ
ぼ
れ
咲
く
桜は

花な

の
や
さ
し
さ
仰
ぎ
つ
つ

古
希
の
三
人
と
聴
く
春
の
声

�

中
原　

幸

足
裏
に
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
こ
ろ
が
せ
て

表
情
な
ご
む
病
床
の
夫

�

坂
井　

栄
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

塩
麹
や
っ
と
我
が
家
の
隠
し
味

�

鵜
木
美
代
子

気
を
つ
け
て
孫
へ
の
言
葉
今
は
逆

�

眞
島　

壽
子

妻
に
似
て
取
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
も
腰
を
曲
げ

�

眞
島　

永
治

大
雨
で
た
ん
ぼ
か
川
か
危
な
か
よ

�

森　

ミ
ズ
エ

穴
開
け
ば
シ
ュ
ー
ズ
磨
き
の
仕
事
待
つ

�

田
中　

雅
代

次
つ
ぎ
と
視
界
美
く
し
千
紫
万
紅

老
い
に
も
嬉
し
春
の
悦
び

�

大
石
千
代
子

椅
子
に
掛
け
神
幸
行
列
見
る
吾
に

君
も
あ
な
た
も
声
か
け
く
る
る

�

今
泉　

亘
彦

ま
ま
ご
と
の
客
に
招
か
れ
今
風
か

ホ
ー
ク
に
ス
プ
ー
ン
洋
食
並
ぶ

�

城
島　

孝
子

や
ふ
や
く
に
読
経
に
木
魚
の
り
し
と
き

木
魚
た
た
き
の
不
意
に
こ
わ
れ
ぬ

�

前
山
ツ
タ
エ

み
だ
れ
舞
ふ
桜は

花な

に
つ
つ
ま
れ
逝
き
ま
し
し

貴
女
の
遺
影
の
ふ
か
き
眼
差
し

�

大
井
サ
カ
エ

庭
先
の
あ
わ
び
の
殻
に
雨
宿
り

蛙
お
ど
ろ
き
後
退
り
す
る

�

田
中　

と
代

放
鳥
の
朱
鷲
の
ひ
よ
こ
の
三
羽
見
ゆ

佐
渡
の
大
空
飛
翔
の
日
を
待
つ

�

納
冨　

茂
子

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

う
ら
さ
び
し
荒
野
の
景
の
ひ
そ
み
ゐ
む

頭
脳
の
内
の
裡う
ち
の
深
き
に

�

高
橋　

露
子

父
母
の
汗
も
こ
の
田
に
沁
み
て
い
む

麦
刈
り
近
き
ふ
る
里
の
道

�

石
田
千
津
代

③
姉（あね・千代田町）

直 鳥（なおとり・千代田町）

　城原川の西に位置しています。「肥前国風土記」の
神埼郡三根郷は姉の領域を含むといわれ、かなり早
い時期から開けた地域だったようです。古くは「阿禰」
と書かれています。この名が初めて見られるのは大
治２年（1127）の櫛田宮大宮司職補任状案で、白河
院庁が神埼荘内櫛田社の大宮司を補任した際、大宮
司管轄の若宮を有する地名の一つに「阿禰」があり
ます。当時、神埼荘は白河院が領有していました。
　地名の由来ですが、肥前国風土記に記されている
御寝の里（みねの里）という古い名がその起源では
ないかと思われます。景行天皇が安眠されたという
ことからでた御寝（みね）は、一般には「おんね」
と読まれるのが普通のようです。「おんね」は音便と
して「あんね」に変化します。「あんね」という言葉
に「姉」の文字が当てられたのではないでしょうか。
　江戸時代には人馬の往来も盛んで、姉の一帯では
わらを細工した蓑(みの)などが多く売られていたこと
が大田南

なん

畝
ぽ

の「小春紀行」にも記されています。
　また、地区には約350年前から続いているといわれ
る ｢姉の七福神｣ があります。毎年２月、保存会の
メンバーが家内安全と豊作を願って各家庭を回る伝
統行事を継承しています。

　城原川に沿った平地に位置し、昔から洪水と複旧
が繰り返された地です。北部を東西に走る国道264号
沿いに上直鳥、南部に下直鳥があります。両地区と
もに中世の環濠集落の形態を残しています。
　「肥前国風土記」によると神埼郡三根の村を本拠と
する海

あ ま の あ た え と り

部直鳥が神埼郡を割いて三根郡を分立したと
いう記述があります。海部直鳥は当時有明海沿岸の
漁民集団を統率し、海上交易を営んだ豪族であった
ようで、勢力地域を示すために付けた地名ではない
でしょうか。　
　また、直鳥橋から西250ｍのクリーク中にある中島
には戦国時代の武将犬塚家久が築いた直鳥城の館跡
があります。この地は古来から「城屋敷」と呼ばれ、
カジ屋敷、チョーヨン屋敷、コーヨン屋敷などの地
名が残っていますがその名残をとどめる物はありま
せん。現在は、クリーク公園として親しまれています。
　地域内には市役所千代田支所、千代田中学校など
があり、旧千代田町の中心部でもあります。また、
多くのクリークに自生する菱の実採りが盛んで、ハ
ンギーに乗っての作業は秋の風物詩になっています。

姉

直鳥
上直鳥

直鳥橋

アニー 千代田中

神埼市役所
千代田支所

下直鳥

264

城原川


